
姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務委託 

 公募型プロポーザル実施要領 

 

本要領は「姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務」を委託するにあたり、業務全般に関

して、最も企画力、能力、実施体制及び実績をもった受託者を公募型プロポーザル方式により選定するために

定めるものである。 

 

１ 事業概要 

（１）業務委託名 

姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務（以下「本業務」という。） 

（２）目的 

姫路市は、国宝・世界遺産姫路城をはじめとする歴史文化資源だけでなく、南部は瀬戸内海、北部は中

国山地に面した市域の中で、食や自然、体験コンテンツも豊富に有している。主要都市からのアクセスも

良い反面、市内での滞在時間、消費額の少ないいわゆる通過型観光が多いことが課題となってきた。 

姫路市は、播磨灘の魚介類や菓子、日本酒を始めとした豊富な食資源を有しており、食は旅行者の旅行

動機・目的の重要な要素となっているため、姫路の食材・グルメをデジタルプロモーションし、実際に姫

路への来訪へつなげることを目的とし、「姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務」を

実施する。 

（３）業務内容 

別添「姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務仕様書」のとおり 

（４）提案上限額 

９，５００千円（取引に係る消費税及び地方消費税を含む） 

上記提案上限金額を目安に提案書を作成すること。（見積額は提案上限金額以内とする。） 

（５）事業主体 

   公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー（以下「当ビューロー」という） 

（６）業務期間 

契約締結日から令和５年３月２４日（金）まで 

 

２ 参加資格 

参加申込みをする者（以下「参加申込者」という。）は、次に掲げる条件を全て満たしていなければなら

ない。 

（１）過去２年以内に、国又は地方自治体又は観光関連団体からの委託を受けて、同規模の飲食店へ送客を図

るデジタルプロモーションを実施した実績を複数案件有する者。 

（２）姫路市入札参加資格制限基準（平成２５年３月２５日制定）に該当しないこと。 

（３）姫路市が行う建設工事等の契約からの暴力団排除に関する要綱（平成２５年４月１日制定。以下「暴力

団排除要綱」という。）第３条に定める排除対象業者に該当しないこと。 

（４）法人にあっては、姫路市税（以下「市税」という。）、消費税及び地方消費税並びに法人税に滞納がない

者であること。個人にあっては、市税、消費税及び地方消費税並びに所得税に滞納がない者であること。 



（５）公告の日から参加表明受付期間の最終日までの間において、次の全てに該当すること。 

ア 姫路市登録業者指名停止等措置要綱（昭和６２年６月２５日制定。以下「指名停止等措置要綱」とい

う。）の規定による指名停止（以下「指名停止」という。）を受けていないこと。 

イ 指名停止等措置要綱に規定する指名停止の措置要件に該当しないこと。 

（６）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て（同法附則第２条の規定によ

りなお従前の例によることとされる場合における更生手続開始の申立てを含む。以下同じ。）がなされ

ていないこと又は当該申立てがなされている場合において、国土交通省の一般競争参加資格の再認定を

受けていること。 

（７）民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされていないこと又は当

該申立てがなされている場合において、国土交通省の一般競争参加資格の再認定を受けていること。 

（８）他の参加表明者との間に次のアからウまでのいずれにも該当しないこと。 

ア 資本関係 

次のいずれかに該当する２者の場合をいう。ただし、子会社（会社法（平成１７年法律第８６号）

第２条第３号の規定による子会社をいう。以下同じ。）又は子会社の一方が会社更生法第２条第７項

に規定する更生会社（以下「更生会社」という。）又は民事再生法第２条第４号に規定する再生手続

（以下「再生手続」という。）が存続中の会社である場合を除く。 

（ア） 親会社（会社法第２条第４号の規定による親会社をいう。以下同じ。）と子会社の関係にある

場合 

（イ） 親会社を同じくする子会社同士の関係にある場合 

イ 人的関係 

次のいずれかに該当する２者の場合をいう。ただし、(ｱ)については、会社の一方が更生会社又は再

生手続が存続中の会社である場合を除く。 

（ア） 一方の会社の役員が、他方の会社の役員を現に兼ねている場合 

（イ） 一方の会社の役員が、他方の会社の会社更生法第６７条第１項又は民事再生法第６４条第２項

の規定により選任された管財人を現に兼ねている場合 

ウ その他適正な業者選定手続が阻害されると認められる関係 

次のいずれかに該当する２者の場合をいう。 

（ア） 組合とその組合員 

（イ） 一方の会社の代表者と、他方の会社の代表者が夫婦の関係である場合 

 

３ 参加申込書の提出及び参加資格の確認 

（１） 申込期限  

令和４年５月２５日（水） 正午まで 

   （２） 提出書類 

ア 参加申込書（様式第１号） 

      イ 誓約書（様式第３号） 

      ウ 姫路市税の納税証明書（一般競争入札参加用）又は地方税法（昭和２５年法律第２２６号）附

則第５９条の規定による徴収の猶予を受けていることを証する書類 （公告日以後に発行された



ものの原本。賦課されていない税目（市外の事業者における姫路市税等）がある場合は、その旨

を記載したもの。（様式任意） 

 エ 国税の納税証明書（公告日以後に発行されたものの原本） 

（３） 提出方法  

持参又は郵送  ※郵送の場合は必着 

（４）提出場所  

公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー 

住所：〒６７０‐００１２ 兵庫県姫路市本町６８番地 

電話：０７９－２８７－３６５５ ／  ＦＡＸ：０７９－２２２－２４１０ 

       担当：杉本・佐伯 

（５） 参加資格の確認 

ア 参加資格は提出された書類により審査し、その結果は令和４年５月２６日（木）までに参加申込

書に記載のある電子メールアドレス宛てに参加資格確認通知書により通知する。 

イ 参加資格がないと認められた者には、確認通知書にその理由を記載する。 

ウ 参加資格がないとされた者は、当該理由について説明を求めることができる。その場合には令和

４年５月２７日（金）までに参加資格なしとした理由を請求する旨を、書類により提出すること。

ビューローは期日までに当該請求の提出があった場合は、これに対し速やかに回答する。 

 

４ 質問の受付および回答 

（１）質問の受付 

      ア 提出書類： 質問書（様式第２号） 

 イ 提出期限： 令和４年５月３０日（月）正午まで 

      ウ 提出方法： 電子メールにて提出すること。なお、メールの件名に本業務名を記載し、必ず受理確

認をすること。 

         宛 先 info@himeji-kanko.jp 

（２）質問に対する回答 

   令和４年５月３１日（火）中に全て参加申し込み者へ対して電子メールにて回答する。ただし、他の

応募者が不利にならない事項についてはこの限りではない。 

 

５ 企画書による提案 

（１）提出期限 

令和４年６月７日（火） 午後５時まで 

 （２）提出書類 

原則としてＡ４版片とじ・横書き・片面とする。レイアウト等によりＡ３サイズを使用する場合は、

Ａ４サイズに折り込むこと。また、次に掲げる書式により提案すること。 

ア 表紙、目次         ７部 ※任意書式 

イ 企画書（提案書）    ７部 ※任意書式 

       仕様書に記載した内容を踏まえた具体的な実施内容その他必要と思われる事項を記載すること。 



  ウ 見積書              １部 ※任意書式 

  エ 会社概要        ７部 ※任意書式 

  オ 実施体制図       ７部 ※任意書式 

  カ 業務遂行スケジュール７部 ※任意書式 

  キ 事業実績      ７部 ※任意書式（過去２年間で同類業務の実績を中心に記載）  

（３） 提出方法 

持参又は郵送  ※郵送の場合は必着 

（４） 提出場所 

  公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー 

住所：〒６７０‐００１２ 兵庫県姫路市本町６８番地 

電話：０７９－２８７－３６５５ ／  ＦＡＸ：０７９－２２２－２４１０ 

         担当：杉本・佐伯 

 

６ 審査 

（１）審査方法 

 ア 審査は、企画書の書類審査によるものとし、別紙「採点基準表」に基づき評価し、提案者ごとに合

計得点を算出する方法による。 

イ 評価は、姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務委託選定委員会において実施す

る。 

ウ 審査の結果、仕様評価点及び価格評価点の合計得点の最も高い提案者を契約候補者とする。 

エ 契約候補者となるべき合計得点の者が２者以上ある場合は、それらの者の中から、くじにより契約

候補者を特定する。 

（２）審査結果 

     審査結果については、契約候補者を決定した後、令和４年６月８日（火）以降速やかに各提案業者

に対して電子メールにて通知する。 

 

７ 受託事業者の決定および契約 

契約候補者と提案内容、契約手法等の詳細を協議の上、受託事業者として決定し業務委託契約を締結す

るものとする。なお、協議が合意に至らなかった場合は、次点候補者と協議に入るものとする。 

 

８ スケジュール 

  項目 期限 

1 企画要領、仕様書等の公表（当ビューローHP） 令和４年５月１３日（金） 

2 参加申込書の提出期限 令和４年５月２５日（水）正午まで 

3 参加資格確認通知 令和４年５月２６日（木） 

4 質問書の提出期限 令和４年５月３０日（月）正午まで 

5 質問書に対する回答 令和４年５月３１日（火） 

6 企画書の提出期限 令和４年６月７日（火）午後５時まで 



7 審査結果の通知 令和４年６月８日（水）以降 

8 委託契約 令和４年６月中旬 

 

９ 提案の無効に関する事項 

次の項目に一つでも該当するときは、その事業者の提案は無効とする。 

（１）提案に参加する資格がない者が提案したとき 

（２）書類等に虚偽の記載をしたとき 

（３）所定の日時および場所に提案書等を提出しないとき 

（４）その他本件企画提案に関する条件に違反したとき 

 

１０ その他 

（１）プロポーザル参加申込書及び誓約書の提出後、契約候補者を決定するまでの間に参加を辞退する場

合は、直ちにその旨を書面で連絡すること。連絡後の辞退の撤回は認めない。 

（２）本提案にかかる一切の経費は提案事業者の負担とする。 

（３）提出されたすべての書類の所有権は、ビューローにあるものとし、提出された資料の返却はしない。 

（４）提出書類の著作権は提案事業者に帰属する。ビューローが提案事業者に無断で他の目的に使用する

ことはない。 

（５）受託事業者選定に関する審査評価内容および経過については公表しない。 

（６）契約候補者が契約締結までの間に、このプロポーザルの参加資格要件を満たさなくなった場合は契

約を締結しない。 

 

１１ 問い合わせ先 

公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー  

住所：〒６７０‐００１２ 兵庫県姫路市本町６８番地 

電話：０７９－２８７－３６５５ ／  ＦＡＸ：０７９－２２２－２４１０ 

担当：杉本・佐伯 ／ 受付時間：午前９時から午後５時まで（土日祝日を除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第１号） 

令和４年  月  日 

 

公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー 

理事長 三宅 知行 様 

 

 住    所： 

 商号又は名称： 

 代表者氏名： ○印  

 

参加申込書 

 

当社は、提案者に求められる資格要件を満たしており、「姫路の飲食店等への誘客促進デジタル

プロモーション業務委託公募型プロポーザル」への参加を申込みます。 

 

事 業 者 名  

役 職  

氏 名  

電 話 番 号  

Ｆ Ａ Ｘ  

メールアドレス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第２号） 

令和４年  月  日 

 

公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー 

理事長 三宅 知行 様 

 

 住    所： 

 商号又は名称： 

 代表者氏名： ○印  

 

質 問 書 

 

下記のとおり質問書を提出します。 

 

業 務 名 称 姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務 

事 業 者 名  

所属・担当者名  

電 話 番 号  

メールアドレス  

質 問 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第３号） 

誓 約 書 

 

令和４年  月  日 

 

公益社団法人姫路観光コンベンションビューロー 

理事長 三宅 知行 様 

 

所   在   地：             

商号又は名称：             

       代表者氏名：                    ○印  

 

 

姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務委託公募型プロポーザルに参加するに当

たり、下記のとおり相違ないことを誓約します。 

 

 

記 

 

 

 

・姫路の飲食店等への誘客促進デジタルプロモーション業務委託公募型プロポーザルについて、募

集要領第２項に掲げる参加資格の要件を満たしています。 

 

・都合により、応募を辞退する場合は、速やかに書面にて連絡します。 

 

・公益社団法人姫路観光コンベンションビューローの指示を遵守し、審査方法、選定結果について 

 異議申立てを行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 採点基準表 

「仕様評価点」の算出方法 

「仕様評価点」の計算は、以下のとおりとする。 

 なお、各項目ごとの評価については 5 段階評価とする。 

 A（優秀である）：配点×1 点、B（満足できる）：配点×0.8 点、C（平均的である）：配点×0.6点、D

（物足りなさを感じる）：配点×0.4 点、E（仕様を満たしている程度）：配点×0.2 点 

C以外の評価をする場合は評価書の評価のポイント欄に評価の理由を記載する。 

 

 

◆評価項目毎に採点 

評価項目 評価基準 配点 

事業実績・取組方針 ・業務遂行に十分な能力を有するか。 

・同類業務において実績が豊富であるか 

・取組方針は明確で、意欲があり、妥当性の高い内容となっている

か。 

20点 

全体スケジュール・実

施体制 

・実施に当たりスケジュール感が実現性・妥当性が高いものか。 

・実施に当たり実施体制は妥当か。 

10点 

デジタルプロモーショ

ン 

 

・プロモーション手法及び媒体選択は、魅力的かつ実現性・妥当性の

高い内容か。 

・取り上げる食材・グルメ及び店舗の取り上げ方は魅力的な内容か。 

・実際に姫路市内の飲食店等への送客や、市内食関連事業者へ効果が

見込める提案となっているか。 

40点 

効果検証報告 ・効果検証は妥当なものか。 10点 

総合評価 ・全体の提案内容は魅力的で、実現性・妥当性があるか。 10点 

 合計 90点 

 

・「価格評価点」の算出方法 

価格評価点の算出式は以下のとおりとする。 

価格評価点＝１０点×{（業務委託額上限金額９，５００千円×係数 0.8）／提出された見積書の額} 

（小数点第３位を四捨五入） 

 ※ただし、提案額が業務委託額上限金額を上回る場合は、その参加者の提案を不採用とし、提案額が業務委

託額上限金額の８割を下回る場合は、一律１０点の評点とする。 

 


